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⚫（参考）AIとは

1

（文部科学省サイトより引用）
https://www.mext.go.jp/kids/find/kagaku/mext_0008.html

・AIとは、人工知能（Artificial Intelligence（アーティフィシャル インテリジェンス））の略称。

・コンピューターの性能が大きく向上したことにより、機械であるコンピューターが「学ぶ」ことができる
ようになりました。それが現在のAIの中心技術、機械学習です。

・機械学習をはじめとしたAI技術により、翻訳や自動運転、医療画像診断や囲碁といった人間の
知的活動に、AIが大きな役割を果たしつつあります。

※図：人に教えられることなく、がんの特徴をAIが自動で発見(3D病理画像)

https://www.mext.go.jp/kids/find/kagaku/mext_0008.html


⚫（参考）AIの技術的進展
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上



⚫（参考）AIの急速な発展
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５
年
程
度



⚫ ここ1年程度の動き(生成AIサービスが台頭,以下は一例.本年9月時点)

4

対話型(文章生成)AIサービス名 リリース元 特徴など

ChatGPT OpenAI フロントランナー。本年9月には、目と耳の実装
(画像認識、音声認識、発話機能搭載)を発表。

Bard Google 対話だけでなく、表作成なども可能(スプレッド
シートとの連携)。音声(マイク)による利用も可能。

Bing Microsoft MicrosoftEdgeブラウザに組み込まれている。回
答のソース(情報源)も表示される。

META AI(Llama 2) META スマートグラスにも搭載。MR等にも対応予定。

画像生成AIサービス名 特徴など

Midjourney
Stable Diffusion
DALL-E 3
Adobe Firefly
Canva
など

テキストによる指示（プロンプト）
を人工知能（AI）に与えてビジュ
アルイメージを作り出す

文章だけでなく、画像や音楽、映像生成AIサービス等も台頭
※以下は画像生成AIサービスの一例

※各国（日本や諸外国等）においても、生成AIサービスの開発を加速
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⚫生成AIの活用状況(帝国データバンク・本年6月発表)



⚫ChatGPTを一例に

6

１
年
程
度

自民党AIの進化と実装に関するプロジェクトチーム 第３回資料(2023年3月17日)
※日本マイクロソフト：「ChatGPT：OpenAIとMicrosoft」資料より引用



⚫ChatGPT等の生成AI活用により

7※総務省「AI利活用に関するエコシステムの展望(2020年6月2日) 」資料より引用

これまでヒトが実施している業務をAI活用に効率化・最適化
※たとえば ①市場調査、リサーチ ②ブレインストーミング(壁打ち、意見出し)

③メール生成、議事録や報告書作成、④要約、校正、翻訳 等々



⚫生成AI活用による働き方・生き方改革

8※総務省「AI利活用に関するエコシステムの展望(2020年6月2日) 」資料より引用



⚫生成AI時代において求められる心構え など

9
※経済産業省「生成AI 時代のDX 推進に必要な人材・スキルの考え方(2023年8月) 」資料より引用



中小・中堅企業等支援策
及び支援事例について

令和５年１０月
経済産業省 中部経済産業局
北陸支局 地域経済産業課
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経営革新って？

中小企業等の皆様の革新的な や

に向けた設備投資等を支援します！

✓ 補助上限：750万円～5,000万円

✓ 補 助 率 ：1/2 or 2/3

16次〆切：11/7(火)

ものづくり補助金（生産性向上を目的として設備投資）

(引用)成果事例：https://portal.monodukuri-hojo.jp/jireisearch.aspx

～ものづくり補助金活用事例～

https://portal.monodukuri-hojo.jp/jireisearch.aspx
https://portal.monodukuri-hojo.jp/jireisearch.aspx
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ものづくり補助金 申請枠
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業務効率化やＤＸに向けた を支援します

✓ 補助上限額：～４５０万円 補助率：１／２～３／４

が対象

や 等も補助対象

＜新要件＞

IT導入補助金（DXに向けたツールの導入）
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⚫ 課題：経理業務の非効率さ（紙でのやり取りも残っている・・・）

⚫ 補助金活用の結果： し、経理業務の効率化を図ることに成功。

⚫ その他：「IT経営簡易診断」を利用し、必要なITツールを特定。

(引用)IT導入補助金活用事例：https://it-case.smrj.go.jp/

IT導入補助金

随時公募実施（詳細は事務局HP参照)

https://it-shien.smrj.go.jp/

IT導入補助金活用事例

https://it-case.smrj.go.jp/
https://it-shien.smrj.go.jp/
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NES株式会社
北陸電話工事株式会社

（本事業のコンソーシアム）

AI・IoT技術を搭載した高所作業車による安全対策システム導入によるDX推進事業

○事業目的

高所作業車を使用した工事作業における安全確認項目
をセンシングしてそのデータを処理保存、作業者への
安全実施の表示と不安全行動については警報や音声で
の通知、更に本社等への安全管理者への安全対策実施
情報の通知を行う。

○事業内容

耐候性、耐久性、車載における制約条件等をクリアで
きる第一次試作を制作し、実験室レベルで単体試験や
ソフトウェアを搭載した総合試験を実施した後、高所
作業車に実装して、実際に工事を実施している現場作
業でのトライアル実施を行い、作業現場での使用にあ
たっての問題点や改善点を明らかにする。

○事業実施による効果

本事業で製品化された機能等によって運転監視センタ
における電話受付の人員の削減、補完的に実施してい
た安全パトロールの人件費削減が見込める。加えて、
国内で高所作業車における類似製品はなく、本事業の
実証結果をもって、北陸発で全国への事業展開を狙う。
高所作業車を使用する企業のみならず、高所作業車
メーカーとも協業し、車両オプションもしくは標準装
備品としての販路開拓に取り組む。

システム概要

⚫ (参考)令和４年度地域デジタルイノベーション促進事業 採択事例
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統合型生産管理システム導入による基幹業務の一元化と生産性向上

○事業実施前
これまでは、顧客からの内示情報、受注情報、過去
の実績などをもとに、2万以上に上る製品の生産数
を、担当者が日々5時間以上かけて決定していた。

○事業実施による効果
本事業の実施により、生産数の決定にかかる業務時
間を、30分以下に短縮することができた。加えて
効率化の実現により、従業員がより付加価値の高い
業務に従事することが可能となった。

⚫ (参考)令和3年度地域企業デジタル経営強化支援事業 採択事例

戸出化成株式会社
●主な事業
建材・車両・電気電子・産業機械などの各種業界へ
プラスチック製品を供給する樹脂射出成形メーカー

●主要設備
射出成形機57台、その他各種支援設備



メールマガジンのご案内（経産省北陸支局）

⚫ 中部経済産業局北陸支局では、メールマガジンを配信しております。

⚫ 経産省の中小企業等支援策をはじめ、北陸地域のタイムリーな話題、イ
ベントやセミナー、公募情報等を中心に、幅広い情報をお届けしております。

⚫ 配信登録・解除は無料です。下記から是非ご登録ください。

本資料に関するお問い合わせ先
中部経済産業局 北陸支局 地域経済産業課

TEL:076-432-5518

こちらからも登録いただけます→

北陸支局地域経済産業課メールマガジンHP↓↓
https://www.chubu.meti.go.jp/e21shinsangyo/merumaga_kanren/merumaga.html
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